




日立建機
項目 測定方法

鉄製履帯の張り(たわみ量)測定方法 [図番B-001]
■履帯を浮かせる測定手順
1. 張り量を測定する履帯を図のようにして浮かせ、ブロックなどで確実に支持してください。
2. 履帯回りや足回り部品(上下ローラ・アイドラ・スプロケット)との噛み合い部の堆積物を取り除いてください。
3. 履帯を後進側へゆっくり回転させ、サイドフレーム上部側の履帯の緩みを無くした状態にしてください。
4. 図に示す減速機とアイドラ間の中心部A(サイドフレーム下面～シュー上面間)の寸法を測定します。

作業機沈下量およびシリンダ自然伸縮量測定方法 [図番C-001]
■測定準備
1. バケットに荷を積みます。
2. フロント姿勢は、アームシリンダ最縮長、バケットシリンダ最伸長とし、アーム先端ピンをブームフートピンと同じ高さになるように調整して保持します。
3. ただし、アームシリンダとバケットシリンダはストロークエンドから約50mm戻し、クッション範囲を外した状態にします。
4. 作動油温度は、50±5 ℃とします。
■測定
1. エンジンは停止とします。
2. 5分経過後、ブームシリンダの縮み量、アームシリンダの伸び量、バケットシリンダの縮み量およびバケット底部の沈下量をそれぞれ測定します。
• ブームおよびバケットシリンダ縮み量: a (a=A-B)
• アームシリンダ伸び量: c (c=B-A)
3. 測定は3回行い、平均値を求め測定値とします。

ブーム上げ速度測定方法 [図番D-001]
ブームシリンダ測定: アームシリンダ最縮長、バケットシリンダ最伸長とし、バケットを地面に下ろします。
■測定条件
エンジンコントロールダイヤル；最高回転
パワーモード；PWR
オートアイドルスイッチ；OFF位置
作業モード；バケット
■測定操作
ブームシリンダ測定: ブーム操作レバーをフルストローク操作し、ブームが上げ、下げに要する時間を測定します。
測定は3回行い、平均値を求め測定値とします。

アームシリンダ伸ばしおよび縮め速度測定方法 [図番E-001]
アームシリンダ測定: アームとバケット爪先が一直線になるように、バケットシリンダを伸縮します。アームの動作の中央が垂直になる位置にアームをセットします。
バケット爪先と地表の距離は、0.5mとします。
■測定条件
エンジンコントロールダイヤル；最高回転
パワーモード；PWR
オートアイドルスイッチ；OFF位置
作業モード；バケット
■測定操作
アームシリンダ測定: アーム操作レバーをフルストローク操作し、アームが引き、押しに要する時間を測定します。
測定は3回行い、平均値を求め測定値とします。

バケットシリンダ伸ばしおよび縮め速度測定方法 [図番F-001]
バケットシリンダ測定: バケットの全ストロークの動作の中央が垂直になるような位置に、ブーム、アーム各シリンダを調節します。
■測定条件
エンジンコントロールダイヤル；最高回転
パワーモード；PWR
オートアイドルスイッチ；OFF位置
作業モード；バケット
■測定操作
バケットシリンダ測定: バケット操作レバーをフルストローク操作し、バケットが掘削、放土に要する時間を測定します。
測定は3回行い、平均値を求め測定値とします。
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